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国
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能
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習
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侵
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に
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対
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、
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
外
国
人
技
能
実
習
生
に
対
す
る
人
権
侵
害
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
報
告
書
」
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
は
、
米
国
国
務
省
が
同
国
の
国
内
法
の
基
準
に
照
ら
し
て
独
自

に
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に
な
く
、
ま
た
、
「
第
三
者
」

に
よ
る
検
証
を
行
う
こ
と
も
考
え
て
い
な
い
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
に
お
い
て
、
「
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施

行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在
、
法
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
把
握
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
こ
の
よ
う
な
不
当
な
利
益
を
強
制
的
に
徴
収
し
、
被
害
を
被
っ
た
技
能
実
習
生
の
被
害
弁
償
に
充
当
す
る
制



 

２ 

 

度
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な

お
、
外
国
人
技
能
実
習
機
構
等
が
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
人
身
取
引
が
疑
わ
れ
る
事
案
等
を
把
握
し
た
と
き
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
法
そ
の
他
出
入
国
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
に
違
反
す
る
行
為
が
認
め
ら
れ

れ
ば
、
主
務
大
臣
等
に
よ
る
行
政
処
分
等
も
含
め
て
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 


